
山下工芸の取り組みと SDGs の関連性

2006 年より製品の検品作業や梱包作業の一部を地域の社会福祉施設に委託し、
障がい者の働く機会を支援しております。

安全・安心に応えることが健康につながると考え、選び抜かれた原料を使用し、
環境にも体にも優しい新商品を展開しております。

社会福祉施設への作業委託
現在問題となっている放置竹林や、建材としての価値を持たない間伐材を
有効活用し、森林資源の浪費や放置竹林の拡大を防ごうと取り組んでおり
ます。
活動の一環として放置竹林、間伐材などの未利用材を活用した商品企画・
製造・販売・OEM生産 (ノベルティ等 )を行っています。

間伐材・放置竹林グリーンプロジェクト

プラスチック製品のゴミを削減する取り組みや自然素材を活かした商品開発を始めています。
また、バイオマスプラスチック（植物などの再生可能な有機資源を使用する）、生分解性プラスチック＝
グリーンプラ（微生物の働きによって分解）に注目して、安心安全な原料の使用、使い切った後の廃棄ま
でを考えた商品開発に尽力しております。

プラスチック梱包資材（プラスチック資材、PPバンドなど）を削減して、必要な梱包をきちんすることで、
商品を安心してお届け出来る取り組みを始めています。

自然由来商品開発

・エコマークアワード 2015「銅賞」受賞
　「自然で自然を支える箸プロジェクト」
・竹微粉炭塗布商品の開発（実用新案登録済）

安心・安全な商品開発

2017 年、内閣府主催の社会的インパクト評価研修会で、弊社と社会福祉施設
との協業に関して、ロジックモデル作成・発表させていただきました。

・蜜蝋ワックスお手入れセット　

プラスチック梱包資材削減

環境保全・福祉・循環型ビジネスの構築


